
日生研たより２（26）

犬の前頭骨の線維性骨異形成
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の骨梁が存在する部位もみられた（写真３)｡骨梁を形成

する線維性組織の間は，疎な結合識，拡張した血管，時
に粘液変性部位が認められた。炎症性細胞はほとんどみ

られなかった。破骨細胞による骨吸収像は，ごく一部に

みられただけであった。

診断：この腫瘤は，線維細胞様細胞が増殖し，その中
に骨基質がつくられ，頚骨，骨梁が形成される過程（線

維性化骨）をたどりながらも，全体として未熟な海綿状

骨の状態にとどまっているものと考えられた。このよう

な病変は，線維性骨異形成fibrousdysplasiaofboneの

所見と一致する。本例の場合，骨芽細胞の包囲がみられ

ないこと，細い骨梁が不規則に形成されている点で，他
の骨原住腫瘍（頬骨瞳，骨腫，傍骨性骨肉腫）あるいは

化骨性線維腫と区別される。

骨折の治癒過程の遷延した像とも解されるが，その証

拠も見出し得なかったので，近年腫癌類似疾患または腫

瘍様病変（ＷＨＯなど）として分類されている線維性骨

異形成と，一応診断しておくこととした。

なお，肺の病変は，病的化骨と線維芽細胞増殖がみら

れたもので，頭部腫瘤と直接関係ないものと考えられた。

動物：犬，雑種，雄，１５才。

臨床的事項：畜主によれば，１３才頃に階段から落ちて

失神し，獣医師の治療を受けたことがあり，その後，頭

部に腫瘤ができて大きくなるとともに，斜頸を示すよう

になったという。Ｘ線検査では，頭部腫瘤に骨肉腫ある

いは骨折の所見は認められなかった。臨床検査で肝機能

障害がみられ，経過観察中に死亡した。

肉眼所見：頭部腫瘤は，頭頂部やや右寄りに８ｘ６ｘ

４cm大の前頭骨の隆起で，硬度は一様でなく，割面では

一部に本来の骨組織を思わせる部位もあるが，不整な海

綿状骨様であった。腫瘤は前頭洞を埋め尽くし，わずか

に頭蓋腔内に突出していた。その他，肺内の砂状物散在，

肝の外側右葉の巨大な血管瞳などがみられた。

組織所見：腫瘤の大部分では，未熟な骨梁が不規則に

存在し，その多くはＣ字型やＹ字型を呈し，骨梁間には

血管に乏しい線維性組織が存在していた（写真１)｡この

骨梁は層板構造を示さず，封入細胞が比較的少なく，ま

た骨芽細胞の縁取りがみられず，周囲には線維細胞様細

胞が密に取りまいているのが特徴であった（写真２)。ま

た線維細胞様細胞が束状に配列し，線維様の組織像を呈

する部位，同様の細胞が島状に密集し，その中に小塊状
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